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斉藤（司会）　2008年に「食料価格高騰がアフリカ諸

国に及ぼす影響」というテーマで始めた連続公開セ

ミナーを、「飢餓を考えるヒント」「食べものの危機

を考える」と名称を変えながら、2012年度まで開催

してきました。昨年末に私と渡辺さん、儘田さんで、

2012年度のセミナーを踏まえた冊子づくりと2013年

度のセミナーについて相談し、2013年度もセミナー

を継続していこうと確認しました。セミナーを企画・

運営してきたメンバーは、セミナー開催によって得

るものが大きく、今後も継続して開催していきたいと

いう思いを持っていますが、もっと違う観点からもセ

ミナーを振り返り検討することも必要ではないかと考

え、座談会の開催を呼びかけました。

　また、今年（2013年）6月に横浜で開かれる第5回

アフリカ開発会議（TICAD V）に向け、関心を持つ

NGO が集まってコンタクト・グループを作り、外務省

との政策対話や準備会合への参加などを実施しながら

政策提言を行っています。この政策提言の中でも、食

料安全保障は重要な課題となっています。こうした状

況の中で、セミナーを振り返って言えることをまとめ

ておくことは重要で、具体的な提言につないでいく必

要もあると思います。

　現在のアフリカの食料安全保障を考える際に、セミ

ナーでも部分的に言及してきましたが、特に切実な問

題になっている土地の収奪、国際的なアグリビジネス

のアフリカ進出、農村から都市への大量の人口流出の

問題について、今後、どのように取り上げていくのか

を考えなくてはなりません。さらに、食料安全保障と

雇用もこれから重要な課題になってくるでしょう。そ

　2008年から AJF と日本国際ボランティアセンター (JVC)、ハンガー・フリー・ワールド (HFW)、明治学院大学国際平和

研究所 (PRIME) の共催で行っている連続公開セミナー「飢餓を考えるヒント」（2011年度まで）と「食べものの危機を考える」

（2012年度）を振り返り、今後の課題について考える機会として座談会を開催した。参加者は、連続公開セミナーを企画・

実施してきた各団体から渡辺直子さん（JVC 南アフリカ事業担当）、儘田由香さん（HFW 啓発事業担当）、勝俣誠さん（PRIME

所長）、斉藤龍一郞さん（AJF 食料安全保障研究会）、そして AJF 理事の津山直子さんに加えて、JVC と AJF のインターン

と勝俣ゼミが実施したセネガル・スタディツアーに参加した PRIME メンバーの計9人。それぞれの体験や感じたことをも

とに、このセミナーの到達点と今後の課題について話し合った。この座談会で出た話題や課題を紹介し、アフリカの食料

安全保障を考えることと私たち自身の生活のあり方を考えることの関係について問題提起をしたい。

渡辺直子／WATANABE	Naoko
儘田由香／MAMADA	Yuka
勝俣誠／KATSUMATA	Makoto
津山直子／TSUYAMA	Naoko
斉藤龍一郎／SAITO	Ryoichiro
沖小百合／OKI	Sayuri、宇野春香／
UNO	Haruka、宮下智衣／MIYASHITA	
Chie、星野未来／HOSHINO	Miku

「飢餓を考えるヒント」から
「食べものの危機を考える」へ

Where we are now on food security in Africa
Challenges for access to safer, more tasty and more reliable foods 

in Africa and Japan

座談会

世界的な食料価格高騰がアフリカに
及ぼす影響を考えることから始まっ
た
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うした現在的な課題との関わり方も念頭に置いて、意

見を出し合えればと思います。

　まず、『飢餓を考えるヒント』No.1〜No.4(1) の内容

紹介（pp.13-14に掲載）を作成した渡辺さんに、これ

までのセミナーの目的と内容の紹介をお願いします。

渡辺　2008年のセミナーの開始時から企画・開催に

関わってきました。この年は国際的に食料価格が高騰

し、大きな問題になりました。セミナーの開始に先立っ

て5月23日に、現場を持って活動している HFW およ

び JVC、アドボカシーなどを行っている AJF の三者で

共同記者会見を開きました。HFW はアフリカでの活

動経験をもとに、AJF は食料安全保障の課題から、そ

して JVC はアフリカだけでなくアジアの活動経験も踏

まえて、食料価格高騰の問題をメディアに紹介しまし

た。この記者会見を行った後で、もっと食料価格高騰

の背景や具体的な問題を追いかけていく必要があると

考え、PRIME に相談してセミナーを開始しました。

　こうした問題意識から開始したセミナーでしたの

で、まず食料価格はなぜ高騰したのか、本当に食料が

不足しているから高くなったのかについて、東京農業

大学の板垣さんに話を聞きました。次いで、やはり東

京農業大学の稲泉さんに食料価格高騰の背景にあるバ

イオ燃料の問題、それまで食料であったものが燃料に

加工されることの問題点について話してもらいまし

た。その後、投機マネーの食料市場への乱入の問題、

砂漠化が進む地域や都市部で食料価格高騰が及ぼした

影響についてのセミナーを開催しました。

　この年は、実は食料の量は足りている、なのに足り

ているはずの食料が必要とする人のところへ届かない

ということを学びました。そして、それがなぜなのか

を考える中で、分配や流通の問題にも視野が広がりま

した。そこで、2009年度にもセミナーを開催しよう

ということになりました。

　2009 年度はまず、2008年後半の世界的な経済危機

で国際的な食料価格が下落した中で食料価格高騰から

1年経ってアフリカ諸国での食料価格はどうなってい

るのかについて、津山さんから南アフリカの状況を、

HFW で当時ベナン支部・ブルキナファソ支部を担当

していた冨田さんからブルキナファソの状況を聞きま

した。食料価格高騰は生産者にとってチャンスという

ような議論を聞くことも多かったのですが、二人の話

からは、国際価格の下落によって生産者の販売価格は

下がっているにもかかわらず、消費者が食料を買う際

の価格は下がっていないことがわかりました。生産者

から消費者に食料を届くまでの流通の過程で一度上

がった価格が下がらないという状況があったのです。

　この年は、女子栄養大学の磯田さんに食料不足と栄

養の問題について解説してもらうセミナーも行いまし

た。微量栄養素の不足が健康の問題にもつながってい

ることや伝統食の重要性にも目を向ける必要を感じま

した。食料生産と関わりの深い水の問題についてアジ

ア太平洋資料センターの佐久間さんから、南アフリカ

の土地問題についてアジア経済研究所の佐藤さんから

聞くセミナーも開催しました。水の問題を通して気候

変動にも注意を向けるべきことを感じました。

　アフリカの食料問題だけでなく、日本で暮らす私た

ち自身の食料問題についても考える必要があるという

ことで、2010年度には勝俣さんから、安全でおいし

いものを安心して食べる食料への権利とはどのような

ものか、この権利を確立するためには何が必要という

問題提起を、日刊ベリタ編集長の大野さんには日本の

農村の現状報告を受けました。他方、アフリカで起き

ている食料問題への政府の取り組み、先進国・新興国

の企業の活動の影響について、AJF の林さんと NHK

記者の辻さんから、エチオピアとタンザニアに関する

報告を受けました。

　2010年後半から国際的な食料価格の再上昇が問題

になり、2011年度最初のセミナーでは、国連食糧農

渡辺直子（わたなべ　なおこ）
日本国際ボランティアセンター（JVC）

南アフリカ事業担当。大学卒業後、

海外でのボランティア活動を経てイ

ギリスの環境保護 NGO スタッフと

なる。2005年から JVC 南アフリカ事

業担当、2009年度から HIV/ エイズプロジェクトマネー

ジャー、2010年4 月より南アフリカ現地代表、2012年

度より再び現職。

儘田由香（ままだ　ゆか）
ハンガー・フリー・ワールド (HFW)

啓発事業担当。筑波大学国際総合学

類卒。在学中より学生ボランティア

として活動に参加。企業などでの勤

務を経て、2009年より現職。私たち

の暮らしや食生活から世界の飢餓や食料問題について考

えるイベントやワークショップを企画・実施するほか、

毎年10月に NGO や国連機関などが連携して行う「世界

食料デー」月間の事務局を担当している。
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業機関 (FAO) 日本事務所の横山さんから食料価格高騰

のメカニズムの解説を受けました。このセミナーは、

2011年3月11日の東日本大震災と直後の東京電力福島

第一原発事故の影響で明治学院大学など多くの大学が

授業開始をゴールデンウィーク後に延期する中でのセ

ミナーになりました。3・11後の日本で、安全でおい

しいものを安心して食べるという課題にどう向かって

いくのかを考えるため、コモンズの大江さんから日本

の有機農業の取り組みを紹介してもらい、勝俣さんと

フランス現代日本研究センターのアンベールさんに脱

成長の経済に関する問題提起を受けました。

　またこの年は、私自身が南アフリカで活動しながら

実感していた貧困層の間に肥満が広がっているという

状況を考えるため、『肥満と飢餓』(2) を翻訳した佐久

間さんに問題提起をしてもらいました。さらに、現在

も大きな政治課題の一つとなっており特に農業への影

響が取りざたされている環太平洋戦略的経済連携協定

(TPP) について考えるために、PRIME の中田さんに北

米自由貿易協定 (NAFTA) が人々の生活に及ぼした影響

について話してもらいました。

　2012年度の最初のセミナーでは、私が南アフリカ

で有機農業研修を行なう中で気になっていた「自給の

その先」の行き詰まり感について、ジンバブウェの事

例と比較しながら、ローカル／スモールマーケットの

不在・存在という視点で提示して、討議を呼びかけま

した。2回目のセミナーでは、日本の有機農業流通の

現状、つながりの見えるマーケットとしてのスモール

マーケットの可能性と課題を、コモンズの大江さんと

明治大学院生の小口さんに提起してもらいました。続

いて、HFW の活動地でもあるブルキナファソの食料

不安の実態を、帰国したばかりの緑のサヘルの岡本さ

んに報告してもらいました。

　その後、バイオ燃料や国際市場向け作物の生産拡大

と遺伝子組み換え大豆などの導入によって農業大国に

なったブラジルの農業と食料安全保障の問題について

話を聞こうということで、オルタトレード・ジャパン

の印
いんやく

鑰さんに話してもらいました。さらに、ブラジル

で日本も支援して進められたセラード開発をモデル

に、モザンビークで熱帯サバンナ農業開発プログラム

(ProSAVANA-JBM) という大規模な農業開発計画が進

められようとしていることについて、開発を支援して

いる国際協力機構 (JICA) の坂口さんに事業の概要と進

展状況を紹介してもらい、一方で、開発対象地となっ

ているモザンビーク北部の研究者である東京外国語大

学の舩田さんに現地の状況を踏まえてコメントしても

らうというセミナーを開催しました。

斉藤　学ぶことや得ることの多いセミナーであったの

で5年間、継続することができたと思います。とはいえ、

アフリカの食料安全保障の課題から見たとき、適切な

時期に開催できたのか、ふさわしい内容であったのか、

担当者にとってではなく共催団体それぞれにとって意

味のあるセミナーであったのか、また誰にとって意味

のあるセミナーであったのか、などの点が問われてい

ると思います。この点について、皆さんから率直な意

見を出してください。

儘田　このセミナーに関わってきて、個人として学ん

だことはたくさんあります。また団体としても、これ

から問題になるだろうと思われる課題についていち早

く情報を得る機会、そうした情報を整理する機会とし

て活用できてよかったとつねづね感じています。HFW

は、名前のとおり「飢餓をなくす」ことを目的に活動

していますが、アジアやアフリカで住民の自立を支援

する開発事業を行うだけでなく、飢餓や食料問題の現

状をわかりやすく伝える啓発事業を日本で行っていま

す。アフリカの食料危機は遠いところの話、日本には

飢餓がなくて実感が湧かないという人たちに、自分の

問題でもあると気づいてもらうきっかけとして、セミ

ナーで取り上げたバーチャル・ウォーターの移動とい

う形で日本が他国の食料や資源に影響を与えているこ

とや、肥満と飢餓とが同時に起きており相互に関係が

あるといった事例は、参考になりました。

　また、日本の食料をめぐる状況と途上国の食料をめ

ぐる状況は一見すると大きく違って見えるけれど、実

は共通する問題と向かい合っていることにも気づかさ

れました。

勝俣　まず、明治学院大学国際平和研究所 (PRIME) が、

なぜこのセミナーの開催に関わってきたのか、どう

いった点に留意しているのかを説明し、その後で、年

度ごとのセミナーを振り返ります。

　平和研究というのは、もともとは冷戦下で核戦争を

どうやって起こさせないかという問題意識で生まれた

ものです。しかし現在では、何を対象とするのかとい

う課題は幅広くなっています。

　私が PRIME に関わるようになって、開発や貧困の

課題も平和研究の対象となるのではないかと提起し、

具体的な取り組みとして NGO である JVC と HFW、

AJF と一緒にこのセミナーを開催してきたという経緯

があります。調査・研究を行う大学の研究所ですから、

アフリカと日本、共通の課題に取り
組んでいるのではないか
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NGO とは違って運動体ではなく、平和研究の一環とし

てこのセミナーに関わってきたわけです。運動体では

ありませんが、象牙の塔に閉じこもるというのではな

く、広く社会に開かれた存在として声を聞き、問題提

起をしていこうという姿勢を持っています。具体的に

は、一昨年の3・11以降、PRIME は所員の総意をもっ

て、人間の未来は、核エネルギーとは共存できないの

ではないかと広く問いかけていこうとさまざまな取り

組みを進めています。

　実際にセミナーを開催してきて、取り上げる課題

や取り上げ方が深化してきていることを実感します。

2008年にセミナーを開始した当時は、PRIME の所員

にも理解を促すために、食料問題と平和研究とがどの

ような関係にあるのかを考えることが主な課題になっ

ていました。『飢餓を考えるヒント』の「はじめに」に、

食べるということは人間の尊厳の現れであり、食べる

ことを保障することは人権を守ることにつながる、と

いった趣旨のことも書きました。食料価格高騰によっ

て多くの人々が食料を入手できなくなるというのは人

権問題なのです。

　2009年度には、先進国における過食と途上国におけ

る栄養不足、過剰な発展と低開発 (over development 

& under development) が併存している現代世界をどう

するのか、という南北問題と通じる問題意識が深まっ

ていきました。その観点から見れば、農業人口が小さ

くなった先進国の農業問題と、多くの人々が農業に関

わっているアフリカ諸国を始めとする途上国の農業問

題とは一律に語ることができないでしょう。途上国に

広がる栄養問題に注目したことなどが重要だったと思

います。

　2010年度には、渡辺さんも紹介してくれたように、

食料への権利に焦点をあてました。食料不足が発生す

るのは分配に問題があることは広く指摘されていま

す。しかし、経済の問題や技術的な問題として考えて

いるだけでは、食料不足の問題を解決することはでき

ません。人間には生まれた瞬間に権利が与えられます。

食べることは人間の尊厳の現れであり、政府やさまざ

まな機関はこの尊厳を尊重し、人々の食料への権利を

守るための努力をしなくてはなりません。私は、世界

人権宣言の第25条を参照しながら、食料問題は「お恵

み」の問題ではなく「権利」の問題であることを提起し、

今後さらに具体的にどうしていくかについて研究が必

要であることを呼びかけました。

　東日本大震災と東京電力福島原発事故が起きた

2011年、私たちは食べものの安全性に関して大きな

不安を感じ、どうすれば良いのかについて試行錯誤を

始めました。日本にいる私たちが安全な食べものを求

めている時、食料不足のアフリカにはまず量が必要と

いう考え方には問題を感じます。アフリカにおいても、

人々が安全でおいしいものを安心して食べることがで

きるようにしていくために何が必要か、これまで以上

に試行錯誤を重ねていかなくてはなりません。

　これまでは都市の食料ニーズにどう応えるのかと

いった技術的な問題設定に立ち入らないようにしてい

ましたが、今年度はスモールマーケットをセミナーで

取り上げ、地域の人々のニーズに応じるマーケットの

あり方を考えたことはよかったと思っています。

　昨年夏にセネガルの農民たちの取り組みを見て、「考

える農民」「物言う農民」が登場していることを感じ

ました。私のこれまでの見方が不十分だったので、今

回気がついたのかもしれませんが、農民組合や協同組

合の運動が再構築されないと彼らが政治的に潰されて

しまうのではないかという不安も持っています。

斉藤　ここまではセミナーを企画・実施してきたメン

バーによる発言でした。津山さんには、セミナーで報

告してもらったこともありますが、今までの振り返り

では出てこなかった視点や論点を提示してもらえませ

んか。

勝俣誠（かつまた　まこと）
明治学院大学国際学部教授、国際平

和 研 究 所 (PRIME) 所 長。1969年、 早

稲田大学経済学部卒業、1978年、パ

リ第一大学開発学博士課程卒業。セ

ネガルのダカール大学客員教授、カ

ナダ・モントリオール大学 招
しょうへい

聘 教員などを経て現職。

日本国際開発学会常任理事。

津山直子（つやま　なおこ）
1980年代に反アパルトヘイト運動に

参加し、南アフリカの民主化組織で

あるアフリカ民族会議 (ANC) 東京事

務 所 に 勤 務。1992年 に JVC 南 ア フ

リカ事業立ち上げに関わり、「変革

への人づくり」をテーマに農村や都市貧困地区で活動。

2009 年に帰国後、AJF 理事となり、アフリカの市民社

会との連携などを担当している。動く→動かす（GCAP 

Japan) 代表、関西大学客員教授、明治学院大学国際平

和研究所研究員。



吉田昌夫さんがウガンダで調査した論文 (3) でも指摘

されているように、アフリカ各地にローカルマーケッ

トがあり、地域での生産から流通があることに目を向

け、ローカルマーケットを出発点にそれを拡大したり

改善・向上していくことを考えなくてはならないと思

います。支援する場合にも、まず、そこにあるものや

取り組みに敬意を払うことが重要です。

　現在、日本・ブラジル・モザンビークの三角協力で

進められている輸出市場指向型の大規模農業開発事業

ProSAVANA-JBM について、農民主権や土地問題、食

料安全保障などの問題を取り上げ、外務省との意見交

換会を開催しています。事前の折衝では、食料不足の

国での食料安全保障の実現について、NGO として提言

して欲しいといった要請も出ており、答えていく必要

があります。これまでのセミナーの成果を含めて提言

としてまとめ、具体的に提示していくことが求められ

ていますし、それが現場で活動している人たちの取り

組みに応じることになるでしょう。

　他方、このセミナーが始まった 2008年に比べて、

また、2000年に日本の ODA による食糧増産援助 (2KR)

によってモザンビークに贈与された農薬が港の倉庫に

放置され有効期限切れとなっていることが判明したこ

とをきっかけに取り組んだ 2KR 見直しの運動の頃に

比べて、アフリカの農民運動や NGO の活動、それら

のネットワークが強くなっていると実感しています。

アフリカの農民運動や NGO ネットワークとさらにつ

ながりを深めながら、彼らのめざすものにつながる取

り組みを進めていくことが大切だと思います。

斉藤　津山さんが提言の形にまとめることも必要と

提起してくれました。最初に述べたように、今年は

TICAD V が開催されるので、食料安全保障についても

NGO の提言をまとめています。また、津山さんの話に

も出た ProSAVANA-JBM に対しても、モザンビークの

農民組合や市民団体の声をぶつけていくだけでなく、

日本の NGO や市民社会としてどう考えるのかを提起

していくことが求められていると感じています。

　一方で、セミナーを5年間開催してきて、どれだけ

の人に問題提起が伝わったのだろうか、どういう風に

伝わったのだろうか、という点も考える必要があると

思います。明治学院大学で開催してきたので、明治学

院大学の学生はけっこう参加しています。皆さんの周

囲の反響などを共有し、考える手がかりとしたいと思
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津山　日本では、安心・安全・おいしいという食べも

のを求める動きが活発になってきました。それは健康

に生きる基本でもあります。それと同じことをアフリ

カの人々も考え、各地でそうした取り組みが行われて

います。支援を行う際に、この安心・安全・おいしさ

を求める声に応えることはたいへん重要なことだと思

います。

　また、多様性 (diversity) を生産の現場と食べる場の

いずれにおいても重視することが必要だと思います。

2011年に名古屋で開かれた第10回生物多様性条約加

盟国会議 (COP10) に向けた取り組みの中でも、その

ことが重視されました。農業支援でも、支援によって

多様性がより豊かになることが求められているのです

が、実際には、遺伝子組み換え種子 (GMO) の導入の

ように多様性を減少させる動きが加速されています。

　遺伝子組み換えの大豆やトウモロコシが大量に流通

するようになり、かつては世界に何百、何千種類もあっ

た大豆やトウモロコシの種類はどんどん減っており、

このままではほんの数種類になってしまいます。特定

の種子、特定の食べものしか選べないということは、

私たちが生きる上できわめて重要な食べることと食べ

ものを生産すること、そして、それらのことに結びつ

いた文化や誇り、尊厳を損なうことだと思います。

　私が活動していた南アフリカでは、アパルトヘイト

によってアフリカ人が商売する権利を奪われていたた

めローカルマーケットがありません。地域のマーケッ

トで販売されている食料のほとんどは白人大農場の生

産物です。それに対して、昨年末に訪問したジンバブ

ウェでは、生産者が自分の作ったものを持ち寄って販

売するローカルマーケットがあちこちにありました。

Special topic: Think about food crisis in Africa and beyond
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います。

渡辺　セミナーを 5年間企画・運営してきて、当初は

漠然と使っていた「食べることの質」について視点が

広がり、どんなことと関わっているのかを考える手が

かりを得られたと感じています。

　一方でいま、とても重要な課題だと感じているのは、

食べものの問題に関心があるのにアクセスできないで

いる人々、貧しいがゆえに、望まないのに安価なコン

ビニを利用せざるをえない人々とどのようにしてつな

がっていくのか、ということです。これまでセミナー

に来た人たちや一緒に考えてきた人たち、あるいはセ

ミナーで取り上げてきた人たちは、すでに関心を持ち、

行動に関わっている人たちだったと思います。そうで

はなく、関心があるのに行動として矛盾をはらんでし

まう人、このセミナーのような場にアクセスできない

人たちとどうつながっていくのか、答えすぐには出ま

せんが、考えていきたいと思います。

儘田　HFW で働くようになったのが2009年で、それ

からこのセミナーに関わってきました。それまで会社

員だった私にとっては難しいテーマを取り上げ、高度

な議論が交わされることにハードルが高く感じまし

た。セミナーというのは何かを教えてもらう場と思っ

ていたからでしょうか。でも、問題があるから一緒に

考えましょう、議論をしましょう、というセミナーの

やり方に慣れてくるにつれて、これから重要になるこ

とが予測されるテーマを先駆けて扱う、貴重な場だと

感じるようになりました。

　昨年11月8 日のセミナー「農業大国ブラジルの光と

影」に参加した HFW のインターン（明冶学院大学学

生）は、そのときがインターンとしては初めての参加

だったので、報告者の印
いんやく

鑰さんの話の後、会場からい

ろんな立場の人が質問したりコメントしたりして白熱

していたことに衝撃を受けたと話していました。そう

した議論の場に学生が参加できる機会はあまりなく、

とても刺激を受けたとも言っていました。この話を聞

いて、何かを教えてもらうセミナーはたくさんあるけ

れども、わからないことだからセミナーを開いて議論

をするという機会は貴重だと改めて思いました。

沖（AJF インターン）　一昨年、大学3年生のときにア

フリカの農業問題に関心を持ち、AJF 食料安全保障研

究会のインターンになりました。インターンとして企

画したセミナー（「ジェンダー視点からみた食料安全

保障〜南アフリカの農村のケース〜」AJF 食料安全保

障研究会主催、2012年2月21日）の開催に向け、渡辺

さんにいろんな話を聞く機会を持つことができ、昨年

9月には南アフリカの JVC の活動地を訪ね、卒論のた

めの調査も行いました。

　こうして南アフリカへ行って話を聞いている中で、

じゃ日本ではどうなのだろうと考えることが多くな

り、日本の農業や農産物流通について知りたいと思う

ようになりました。アフリカへ行き、どこで作られた

ものを食べているのかという調査をしていながら、自

分が食べているものがどこから来たのかを知らないこ

とに気がつき、こわくなったのです。この1年あまりで、

もっと日本の中のことを知る必要があると感じるよう

になりました。

宇野（元 AJF インターン）　何度かセミナーに参加し

ていると、参加している人たちの顔ぶれが決まってい

るような印象を受けました。また、学生が参加しやす

い、分かりやすいセミナーはたくさんある中で、この

セミナーはちょっと敷居が高いとも感じました。

津山　日本とアフリカが離れていても、農民であれば

農業という共通の経験や知識があり、理解を深めあっ

ていけます。国際協力というキーワードで共通の理解

や関心を持つつながりもあります。一方で、「食べる」

ことは誰しもしていることなので、共通の話題・関心

事項として理解を深め合うきっかけになると思いま

す。沖さんが言われたように、自分の食事や生活を振

り返ることにもつながります。

宮下（JVC インターン）　このセミナーに最初に参加

したのは、渡辺さんの南アフリカのマーケットの話の

ときでした。その次の回は日本のマーケットの話で、

開発の勉強の場ではアフリカと日本が別々のものとし

て扱われるのに対して、つながって一緒に考えられる

というのがおもしろいなと思いました。

斉藤　振り返りで出てきたことも参考に、今後、この

セミナーで取り上げるべきこと、取り上げてほしいこ

とを出してください。

儘田　HFW が事務局を務め、2008年から毎年、行っ

ている「世界食料デー」月間という取り組みがありま

す (4)。10月16日の世界食料デーに合わせて、世界の

食料問題について関心を高めようという取り組みで

す。一昨年からこの取り組みに日本栄養士会が関わる

ことになり、国際協力に関心を持つ栄養士を対象とし

たセミナーを開催しました。たくさんの栄養士が集ま

り、みなさんとても熱心だったことが印象に残ってい

ます。2009年に磯田さんを講師に、栄養の問題に関

するセミナーを開催しましたが、そのときとは違った
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すべての人に共通する「食べる」こ
とを通じてつながりを広げる



参加者を想定して開催することもできると思います。

渡辺　HIV 陽 性 者 が 世 界 一 多 い 南 ア フ リ カ で は、

2004年から公的医療機関で抗レトロウイルス薬 (ARV)

を使ったエイズ治療が始まっています。2005年に

は、治療を必要とする HIV 陽性者のうち治療を受け

ている人の割合（カバー率）は12.4％でしたが、ムベ

キ (Thabo Mvuyelwa Mbeki) 前大統領からズマ (Jacob 

Gedleyihlekisa Zuma) 大統領への交代によって急速に

エイズ治療実施が進み、2009年には64％に達しまし

た (5)。現在はもっとカバー率があがっていると思われ

ます。こうしたエイズ治療体制の構築によって、かつ

ては「HIV 感染＝死」だったのが、現在では適切な治

療を受けつつ健康に働き長生きすることができるよう

になりました。

　ところが、先日の南アフリカ出張で会った HIV 陽性

者から、家に食べものがなくて3日間食事がとれなかっ

たので、エイズ治療薬の服用もやめてしまったという

話を聞かされました。エイズ治療薬は副作用がきつい

ので、食事を摂った後に服用しないと続けられないの

です。エイズ治療の無料化などによって制度的にはエ

イズはコントロール可能な慢性病になっているはずな

のですが、食事をとることができないためにエイズ治

療薬の服用もできず、死の影が近づいてくるという状

況があるのです。こうした問題と食料へのアクセスの

関係についても、セミナーで取り上げていきたいと思

います。

　食べることはさまざまな人々との関係を表していま

すので、食べることを保障することは社会のあり方を

考えることにつながっています。その意味でも、エイ

ズ治療と食べること、教育と食べることなど、他のイ

シューと結びつけて考えていくことは重要です。

津山　種子については名古屋大学大学院の西川さんに

話を聞こうというアイデアがすでに出されています

が、食の安全性への取り組みについては、日本の消費

者運動の経験から学ぶこともできると思います。

　アフリカの人々も、食べものの安全性には大きな関

心を持っており、食べる人、消費者としてのアフリカ

の人々とのつながりも重要です。生産者と消費者をつ

なぐ生協運動などには農産物流通のルートという側面

もありますので、もっと注目が必要だと思います。

斉藤　AJF が今年取り組んでいるアフリカ熱帯林の直

面する問題の一つとしてのブッシュミート問題、熱帯

林開発問題も食べることと大きく関わっていることを

思い出しました。『アフリカ NOW』93号に掲載した

西原さんの報告に詳しく書かれていますが、熱帯林に

設定された伐採区での作業要員として入ってくる数千

や万を超える人たちの食料として野生動物が密猟され

ているという問題があります。これに対して、伐採区

内で養豚や養鶏をやったらどうかという提案や試みも

あるそうです。またココアやパームヤシなどを植える

ために熱帯林を伐採するという開発も各地で行われて

おり、注目を促す必要があります。

勝俣　渡辺さんが言われたように、人々に食べること

を保障することは、私たち自身がどういった社会にし

たいと考えているのかという問題とつながっています

ね。地球の反対側に食べることができない人がいるこ

とを考えることは、日本に暮らす自分自身の生活につ

いて考え、社会のあり方について考えることだと思い

ます。開発支援に関わっている人たち自身がみじめな

食事をとっていると、アフリカの人々に対しても、食

べものなんてどうでもいいというようなことを言いか

ねないのではないかと思います。

　津山さんが話しているように、食べることはすべて

の人に関わっています。誰しもが食べることのできる

社会を実現するというのは、ここにいる人たち共通の

目標であると言っていいと思います。でも、食べるこ

とが人の生きることに関わるすべてではありません。

その意味では食べることは手段でしかありません。そ

ういった食べることに関わる問題を考えることを通し

て世界のあり方を考えることが重要です。

　フランスで "Le Monde selon Monsanto"(6)（モンサ

ントが支配する世界）という本がベストセラーになり

ました。遺伝子組み換え種子メーカーであるモンサン

トは生物多様性を減少させ、食べものの選択肢を減ら

すという世界に向かって活動を続けています。私たち

は、そうではない私たちの考える世界、私たちが臨む

世界を、このセミナーを通して考えていきたい。それ

がセミナーの面白みだとも思います。

斉藤　2012年度のセミナーでは、ブラジルのセラー

ド開発モデルをモザンビークへという ProSAVANA-

JBM の動きがあることから、ブラジルの農業開発の

問題をセミナーで取り上げました。ブラジル、アルゼ

ンチン、パラグアイ、ウルグアイ、ボリビアと広がる

遺伝子組み換え大豆の大規模農場地帯で起きているこ

とには、これからのアフリカの農業開発を考える上で

もっと知るべきことがあると思います。

　遺伝子組み換え作物の問題では昨年9月、フランス

の大学が2年間、遺伝子組み換えトウモロコシで作ら
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他の分野の取り組みと食べることと
の関わりをもっと考えていきたい
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れた餌をマウスに与える実験を行った結果を発表し (7)、

大きな反響を呼んでいます。被験体となったマウスの

多くは寿命を全
まっと

うできず、大きな腫
しゅよう

瘍を発症している

というのです。遺伝子組み換え作物導入に反対の声が

強い欧州連合 (EU) の一国フランスだからできた実験

と言えそうです。また、勝俣さんが紹介してくれた

"Le Monde selon Monsanto" には、英国の大学の研究

者がモンサントの遺伝子組み換え作物について学会発

表を準備していたところ、大学のポストから排除され

たという事件が紹介されています。スペイン語、フラ

ンス語のよる情報への目配りも必要です。

津山　アフリカの伝統食の栄養価についてもっと知り

たいと思っています。アフリカで伝統的に食べられて

きたものに目を向けると、アフリカの食事は貧しい、

栄養がないと言われているが本当なのかと思います。

トウモロコシ以外の雑穀やイモ類、野草を含む野菜類、

昆虫食、小動物など、地域に合った食べものは豊かな

栄養を持っているのではないでしょうか。アフリカで

も都市部では、昆虫食などは貧しい人々が食べるもの

といった考えが広がっていますが、そうした食事の栄

養価についてきちんと調べると、国際的な食料価格の

変動などの影響を受けない食料で、栄養のあるものと

して再発見されるのではないかと思います。

宇野　日本や欧米諸国では、有機栽培の野菜は付加価

値が高く農家の収入向上に結びついていると聞きま

す。途上国でも、そうした付加価値の高い農作物を農

家がつくるといいのではないかと思います。そうする

と栽培法の普及や農産物としての価値の普及教育など

が課題になるでしょう。

　また、津山さんが話していた伝統食の栄養問題に、

私も関心があります。西洋的な価値観で栄養評価がな

され、あるいは離乳食を食べさせる期間が決められた

りしていますが、伝統食はその土地にあったものがあ

るのではないかと思うので、伝統食の栄養問題につい

ても知りたいです。

津山　地域に合ったものと言えば、アフリカ各地では

たくさんの種類の豆が作られています。栄養価も高い

し、穀物との混作もあり、土壌を豊かにし、食べもの

の多様性を保つ上でも重要なものです。それぞれの豆

の栄養価や利用法についても、地元の人たちに学びな

がらもっと知っていきたいと思います。

勝俣　日本にもその土地の気候や土壌に合ったさまざ

まな作物があって、地元の人たちは食べてきました。

それらの作物の種子や栽培法、入手法、食べ方を知っ

ている高齢者が亡くなると、それらの作物はどんどん

失われていきます。アフリカの人々と食べものの話を

するとき、日本の伝統食や地域に合った食べものにつ

いて何も知らないことを恥ずかしく思うこともありま

す。

　セネガルの農家では、朝、畑に行く前にコーヒーに

砂糖と胡
こしょう

椒を入れて飲みます。私はセネガルを何度も

訪ねていて、セネガルの人々が朝飲んでいるコーヒー

はみんなネスカフェだと思っていました。ところがあ

るとき、農家で朝にコーヒー豆をひいているのを見た

のです。セネガルではコーヒーは作られていませんか

ら、豆はギニア方面から通常の国際貿易とは違うルー

トで運ばれてきたものだと思います。そうして入手し

た豆をひいて朝に飲むコーヒーを作っていることをそ

のときに初めて知ったのです。まだまだ知らないこと

がたくさんあることを痛感しました。

斉藤　冒頭でも報告しましたが、昨年末に渡辺さん、

儘田さんと私の3人で2013年度のセミナーの企画案を

考えました。儘田さんから紹介をお願いします。

儘田　まず、2011年に COP10 が開かれたときに種子

に関する冊子を作って配布していた名古屋大学の西川

さんに、その冊子について話してほしいと考えていま

す。次いで、地域に合った農業を中心にした村おこし

で注目されていた福島県飯舘村の取り組み、そしてそ

れが原発事故による避難対象地区指定によって大きく

変わらざるをえなかったという事態について、長らく

飯舘村の村おこしに関わってきた日本大学の糸長さん

の話も聞きたいという希望が出ています。

　 ベ ナ ン で HFW の 支 援 を 受 け た 女 性 グ ル ー プ が

キャッサバ加工をしていますが、販路の拡大で壁にあ

たっていることもあり、作ると食べるとの間にある

過程と課題をもっときちんと見ていきたいという話も

出ました。一例として、石井洋子さんがケニアの大規

模水田開発地区の歴史と新しい動きを紹介して論じた

『開発フロンティアの民族誌』(8) の最後に出てくる女

性たちによるコメ販売の様子などが参考になるのでは

という話もありました。

　現在進行中の ProSAVANA-JBM についても、昨年11

月のセミナーを引き継いでフォローできればと考えて

います。また、TPP についてももっと掘り下げていく

ことも必要だと思います。

　さらに、今年6月に、TICAD V のために来日する食

料安全保障の課題に取り組むアフリカの NGO から話

を聞く機会も追求したいと考えています。

大規模農業開発やアグリビジネスの
動きにさらに注目を
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勝俣　少し違う話になりますが、農業の魅力や可能性

についてももっと考えてみたいと思います。農業は大

きく分ければ、自給農業と市場向け農業になると思い

ますが、自分で食べる分を自分で作って市場に頼らな

いで食べることができるところで、他の仕事と大きく

違っていると言えます。また、農作物を育てること自

体、あるいは生産物を加工したり調理したりすること

自体が楽しみになるというところにも重要な特徴があ

ると思います。

　かつてロシアの作家トルストイ (Lev Nikolayevich 

Tolstoy) は『イワンの馬鹿』を書き、農民の持つ正直さ、

おおらかさを賛美しました。そうした農民のもつ良さ

や力はアフリカにもあるのだと思います。アフリカの

農民や農業の楽しさや意味についてもっと知りたいと

願っています。

斉藤　日本では、障害者の作業所で農業をやっている

ところも多いそうです。農業には障害者も作業に参加

できる場面がたくさんあるからです。アフリカの社会

的弱者の雇用を考えるとき、農業も有力な就労先にな

るのではないかと思います。

津山　アフリカの農家の収入を考えると、自給農業の

延長に市場向け農業があるという面もあります。食料

安全保障という点でも、多様な作物を生産し、自給に

より十分な栄養が得られることが大切です。アフリカ

の農家は、日本と同じように家族経営が主流で、家族

が食べるさまざまなものを作っています。その上で市

場にも販売している農家は、収入を得るだけでなく支

出も少なく抑えられることができ、国際的な食料価格

高騰の影響をあまり受けません。自給農業＝遅れた農

業と捉えがちで、こうした農家の強みを、援助する側

がきちんと評価していない場合も多いと思います。

勝俣　先ほどの発言が、自給と市場向けとをそれぞれ

別々の農家がやっているという風に聞こえたのです

ね。私が言いたかったのは、津山さんが言っているよ

うに、自給には国際的な食料価格高騰の影響を受けに

くいという側面だけでなく、もっと農業自体の楽しみ

があるのではないかと言うことです。

　開発経済学は、自給農業 (subsistence agriculture)

を「生存ギリギリの農業」と捉え、否定するところか

ら始まっています。それはおかしいと考え、市場に依

存しないで相互に助け合って農業を営み生活を成りた

たせている人々に注目して、モラルエコノミーという

テーマで研究会を行っている人たちもいます。

津山　自給の延長上で市場と関わり、誇りや楽しみを

持って農業に取り組んでいる農家にもっと注目すべで

すね。

勝俣　そうした農家がアフリカに多いのは、土地は耕

している人のものという耕作者主義があるからでしょ

う。日本では、戦後の農地改革のときに制定された農

地法第3条で耕作者主義を明記しています。アフリカ

では、法律上は国有地でも、実際にはそこで耕作して

いる人の権利を認めているのが普通です。

渡辺　これまでのセミナーを振り返って、農業に従事

することの楽しさを伝え切れていなかったのではない

かと思っています。自分で試みたことだからうまくい

けばうれしいし、ダメだったらやり直せばいいと言っ

たいい方で農業における工夫、そこからくる生きがい

や誇りを語っている人たちと会っているのに、セミ

ナーで話をするときは、問題があって NGO がそれに

対してこんな活動をしたというような話になってし

まっていたと反省しています。このセミナーのタイト

ルも「飢餓」「危機」と否定的な言葉になっていますね。

　食べものを作っていることへの誇りや「安心して食

べることの幸せ」をきちんと伝えて政策に反映させて

いくことが重要だと考えますが、どうやってそれをや

るのかは難しい。当面は良い事例を集めて共有し、そ

れが共通認識となるまで蓄積していくこと、農民の楽

しみや誇りに共感できる人を増やしていくことが課題

だろうと思っています。

斉藤　昨年12月5日に FAO 主催、横浜市と AJF の共催

で市民シンポジウム「アフリカの農業と農民のエンパ

ワーメントを考える」を行い、勝俣さんが農民たちの

新しい組織的な動きが始まっていることへの注目を呼

びかけていました。農民たち自身が、農業に従事する

ことの楽しみや誇りに立脚して運動を始めていること

が重要だと思います。

津山　NGO や外部の団体が協同組合づくりを働きか

けるケースは、必ずしもうまくいっていません。もと

もとどういった人々のつながりや動きがあるのかを十

分に理解しないで働きかけをしているからだと思いま

す。

斉藤　先ほど儘田さんに報告してもらった2013年度

計画案でも触れられていましたが、TICAD V のために

来日するアフリカの農民団体や市民団体から話を聞く

ことを追求しましょう。

津山　先ほど勝俣さんが言われたモラルエコノミー研

究に関わっている人たち始め、今日ここで話し合った

ことに通じる研究や主張をしている研究者とのつなが

市場に頼らず食べていくことも可能
にする農業のあり方をもっと考える



特集：アフリカと世界の食べものの危機を考える

アフリカ NOW 9712

りも深めていく必要があると思います。

斉藤　最後に、土地収奪や国際的なアグリビジネスの

アフリカ進出、農村から都市への大量の人口流出と

いった課題について、感じていることや考えているこ

とを出し合っておきたいと思います。

勝俣　近年、アフリカの農村は都市の付属物になって

しまったのではないかと感じることが多々あります。

農村で暮らす人々は、都市の方を向いているし、さら

には海を越えてヨーロッパや米国を見ている、そんな

気がするのです。

渡辺　出稼ぎ社会の南アフリカでは農村から若者が離

れていく傾向が強いのですが、よくよく話を聞いてい

ると、必ずしも出たくて出るというわけではありませ

ん。カッコイイこととして都市へ向かうというのでは

なく、農村にいても何の選択肢もない。そういう中で

仲間同士が集まると、お互いにまだここにいるのかと

いうプレッシャーをかけ合って、都市に向かう若者が

けっこういます。

勝俣　今の話に関わることなので、セネガルへのスタ

ディツアーで聞いた話を星野さんにしてもらいます。

そのときに私自身はいませんでしたので。

星野（PRIME）　農村出身のダカール大学の学生に話

を聞きました。彼らは、長い休みに入ると必ず村へ戻っ

て農作業に従事しています。家族が身を粉にして自分

を大学に行かせているということを痛感しているから

です。一方で、村では送り出した大学生を支援する仕

組みを作っているのです。そうした相互の活動の循環

があって、大学生たちは大学に行くことができるので

す。ところが、現在のセネガルでは大学を出た後に就

職先がないということが大きな問題となっています。

都市にも村にも就職先がなく、家庭教師などのアルバ

イトをしている卒業生も少なくないそうです。

勝俣　南アフリカやジンバブウェのように巨大な白人

農家が強引に商品農業を持ち込んだ地域と、西アフリ

カのように小農が自給しながら市場向け作物も作って

いるという地域では農業や農家のあり方がかなり違う

のかなと思います。そうしたことも学んでいく必要が

あります。

津山　若者がさまざまな社会に触れるために生まれ

育った農村を出ることは否定すべきではないと思いま

すが、一度農村を出ても、その人たちの力が生かされ

また戻ってきたくなる村、戻ることができる村をどう

やって作るのかが課題なのかもしれません。参考にな

るような例を見つけていければと思います。

斉藤　今日の話題につながる研究をしている人たちの

名前を具体的に出し合っていくことが、2013年度以

降の取り組みにもつながっていくでしょう。

津山　アフリカの伝統食の研究を行っているグループ

ともつながっていきましょう。アフリカ人の研究者た

ちの仕事にも学ぶ必要がありますね。

斉藤　今回の座談会では重要な課題がいくつも共有さ

れました。私からまとめると、

・これまでの積み重ねを踏まえ、届いていなかった人

たちのことも意識しながらセミナーを継続していく、

・アフリカの農業、農民、人々の生活や伝統食につい

てもっと学んでいく、

・問題があることを前提にアフリカの農業や食べもの

を見るのではなく、人々の取り組みの積み重ねに敬

意を持って向かい合っていく、

・アフリカ人研究者の仕事に学ぶ、

ということでしょうか。

　TICAD V に向けた提言は、それぞれの団体の活動を

踏まえて行っていきましょう。また、冒頭に私が提起

した課題についてのセミナーや情報提供活動の具体的

な進め方は、2012年度の成果物冊子作成と 2013年度

のセミナー準備の作業と並行して検討していきます。
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